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Ant●nyfCleopatraに つ い て

石 田 久

この小稿 に於て,「 アン トニーと クレオパ トラ」 を イメージ の 効 果 と

「場 の統一」 とい う点 か ら,先 ず劇中 の言葉 による背景作成 を概観 し,つ

い で この劇 全体 を シェ ィ、クスピアの抱 いて いた,自 然の変化 に対 する観念

の一 つ のシ ンボルと見,更 にその劇中人物 がその プロ ッ トの中での役 割を

通 じて その観念 と象 徴的に対応 してい るこ とに注 目しよ うと試み るもので

あ る.

u)一

「アン トニー とクレオパ トラ」 は我 々に多 くの個 々の イメージ を 提 出 す

る.そ れ らの イメージは,一 方 ではこの劇 の背景 とな るー-一マ又 びエジプ

トの地理 的特質 を絶 えず意識 させ ると同時 に,他 方 では,人 物の特徴 を暗
0

示 し,更 に劇 のプ ーーッ トを象徴的 に提示す る.こ の劇 の背景 は非常に広い

範囲 にわた ってお り,そ の中央 には地 中海 がある.劇 中に繰 り返 え し出 て

来 る 「海』に対 する言及 と,航 海術語は,そ の海 に我 々の意識を引 き,従 っ

てこれを相 挾んで対立 する二人物 の動 きを観客 の意 識内で雄 大な セッ トの

中に収 め る.場 面転換が誠に頻繁 であ るこ とと,舞 台装置や背景 が殆 んど

な く,従 って舞台の構造の特質を利用 して,極 めて 自由に 「場」 を転換 し

得 たエ リザベ ス時代 の劇 場を考え合 わぜ る とき,こ の劇の広大な 「場面」'

を散逸 させない上で,「 海」の シンボルが作 り出す雰囲気の効果 は大きい

と言わねばな らない.更 にエ ジプ トとい う国の エキゾ テ ィックな背景 を作

り上 げるために シ ェイクスピアは 『ナイル河」及 びそこに棲む 『蛇』を用

いている.そ この女王であ る クレオパ トラは,ア ン トニーに と っ て は,

"myserpentofoldNile"な の であ る
.こ のこ とは,劇 の進行がエ ジプ

トで行わ れてい る時 にはその雰囲気 を出す こ とは勿論 のこ と,土 ジプ トか

ら離 れた マイシーナ ムの沖 のポ ンピーの船 上での レピダスの言及(獲.ii.)
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などでは,か の地を如何にも不思議な遠い国 として,ま た更にそこに住む

クレオパ トラを妖 しくもエキゾティックな人間としてローマ人が受けとっ

ていることを巧みにほのめかしているものであろ う.ナ イル河の蛇が劇の

最後では 「ナイル河の蛇」たるクレオパ トラへの死の使いとなってお り,

ここでは人物と背景 との微妙な交錯が見られる.こ れらの他の自然に対す

る言及 も 以上のべたような点で重要な意味をもってい♂

更 にこの劇の中では 『運命」 に対 する言及 に も注意 を払 うべ き で あ ろ

う.斗 いに敗 れたアン トニーの

FortuneandAntonyparthere;evenhere

Daweshakehands ,(jfJ,xii,19-20)

とい う諜 を耡 畿 度 峨 ・の取 す るところであ り,③そこには燗 の

力 をこえた 『運命」の存在が表面 に出 されてい る.こ の ことは,し か し,

単 に その力 が人間に とっては全てであ ることを意味 するのではないのであ

って,そ の力か らの脱 却の意志 が悲劇を動かす ものであ るこ とは言 う迄 も

ない。 であ るな らこの 『運命」 に対 す る言及 は その時の言 及 者(劇 中 人

物)の 心境 を語 るものである とは考えて も,そ のままシ ェ イクス ピアの心

境 と置 き換 えてはな らぬ もので ある.そ うい らた個 々の イメージを以 って

我 々の心の中に作 り上げ られ る 「あ るものの全体」 を皃 ることが,シ ェ ィ

クス ζアの意図や,更 に人間像 を知 る一助 とな るであろ う.そ れ が次 の課

題 である.

(2)

「ア ン トニー とクレオパ トラ」の プPッ トの主題は既に言われてい るよ う

に 「愛 し合 う二 人の人間の没落」であ る.し か しなが ら,こ の劇の観 客乃

至読者は,ア ン トニーが如何 に道徳観念 の薄弱 な男 であ り,ク レオパ トラが

どの ように手段 を弄 して彼 を引 きとめ るか,更 にその二人 が オクテヴ ィア

ス ・シーザ ァに どうして敗 れて,死 に追 いや られるかとい う筋書 の外 に
,

この劇全体 を通 じて何か もっと抽 象的な観念を受け とるであろ う.そ れは

先 に述 べ られた,個 々の イメージの劇的効果 とい う問題 ではな くて,こ の

劇 が全 体 ζして与 える もので ある.そ れ は丁度幻灯機 に何枚 もの ス ライ ド

を入 れて,同 時 に スク リーンの上 に写 して,そ の像 の中 に個 々の ス ライ ド

が持 たない ような,新 しい色彩 と形象 を見 出すの と似て いる.
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この作 品の冒頭で我 々の 目にす るア ン トニーは,も はや三執政官の一人

とい う世界に とって重要な人物 としてではない.ア ン、トニーの偉大 さは今

では過去 の ものであ り,彼 がた とえ 自責 の念 から,シ ーザァの求めに応 じ

て ローマへ戻 って も,「 ここ(エ ジプ ト)か らは去 るが,あ なた(ク レオ

パ トラ)と 共 に止 ま る」 のである.だ か らローマで シーザァ と会 った とき

で も,若 いシーザ ァに対 してひけめ を抱いてい る。 ポンピー と対抗 するた

め に,m的 には確 かに彼等 は団結す る.

その上 シーザァの姉 オクテグ ィアを アン トニーは娶 る.だ が イノバーバ

スの予言通 り,彼 女 がこの二人 を戦争 にまで追いや る重要 な因子 とな る.

先 妻 ファ,ルヴ ィアは才気煥発,ま ことに勇 ま しい種 類の女であ った.そ し

てこの オクテヴ ィアは 「まるで満潮の ときに水面 に浮 かんで,ど ち らへ も

なびかない白鳥 の うぶ毛 のよ う」 とアン トニー自身 も言 ってい るよ うに,

つ つま しく,優 しい女で あった.そ の二人 よ りもアン トニーは クレオパ ト

ラを選 んだのであ った.こ うして シーザ ァとアン トニーはもはや隠 しよ う・

もない敵対 関係 に入 り,オ クテグ ィアの

Wars'twixtyoutwainwouldbe

Asiftheworldshouldcleave,andthatslainmen

Shouldsolderuptherift.(皿.iv.30-32) 、

とい う言葉通 りに,二 人の対立は単 に二人の個人の対立 にとどまるもので

はないので あるか ら,世 界は分裂の様相 を呈す る.こ れは世界 とい う一つ

の調和体 がそれ を構成す る元素 とも言 うべ き二個人の対立に よって破壊 さ

れ る過程 を示す ものであ る.つ ま り個人間 とい う小 さな対立 に,世 界 の対

立 とい う,よ り大 きい もの が呼応す る様 を提示 してい るのであ って,更 に

は小 さな調和体 が,よ り大 きな調和体 を呼応物 として もつ とい う当時の一

般通念 の現 われ と見 ることが出来 る.自 然は一つの整然た る秩序 か ら成 り

よ へ

皿って居 るのであり,そ の中では無生物から天使までが,一 段階の狂いも

_欠 如 もなく配列されているとい うのがプラ トン的秩序感であり,そ れは同
　

時にエ リザベス時代に於て受け入れられていたものである.か く して,

「武人としては他の二人の2倍 より偉い」 アン トニーは戦いに敗れ,ク レ

オパ トラ自殺の虚報に接 して自らの刃に伏 して死んでゆくのである.た だ

ここで注意すべきことは,彼 の死(そ れは象徴的に不手際である)に 対す
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る 我 々 の 反 応 は,少 く と も 同 情 と は 名 状 しが た い も の を 含 ん で い る と い う

こ とで あ る.こ れ は,ク レ オ パ ート ラ の 死 に つ い て も言 え る こ と で あ る が ,シ

ー ザ ァ の ア ン ト ニ ー に 対 す る 弔 辞 と もい うべ き
,

・・・…butyetletmelament ,

Withtearsassovereignasthebloodofhearts;

Thatthou,mybrother,mycompetitor

Intopofalldesign,mymateinempire,

Frienda'ndcompanioninthefrontofwar ,

Thearmofmineotivnbody,andtheheart

Whereminehisthoughtsdidkindle ,‐thatourstars,

Unreconciliable,shoulddivide

Ourequalnesstothis ,(y,i,40-48)

と い う言 葉 に 率 啅 に 同 感 出 来 な い も の を 感 じ さ せ る と い う一 点 か ら も う か

が え よ う.こ の 言 葉 が 我 々 を 心 底 か ら ゆ さ ぶ る と い う よ り も,む しろ 我 々

は シ ー ザ ァ の 感 傷 を 通 して,多 少 の 誇 ら しい 気 持 を 隠 し得 な い 彼 の 「若

き」 を 認 め る の で あ る.こ の,ヒ_n一 の 死 に 対 す る 我 々 の 同 情 の 欠 如 と

0
い う点 から して,こ の作晶がノ・リスンの言 う 「深い悲劇」た り得 ないこ と .

は 認め ねば ならないであ ろ う.ア ン トニーの死は,彼 自身や シー ザァが繰

り返 し言及す る如 く,二 人が,'「 運 命」に よって対決 させ られて一方 が敗 .

れ た為 に引 き起 こされ た もので ない ことは明 らかであ る.ク レオパ トラの

存 在 も間接的な原因ではあ るが,
、、直接的には オクテグ ィア と結婚 した直後

に 『エ ジプ トへ行 こ う.こ のたびの結婚 は,平 和 のために したのだが,ーお

れの楽 しみは東方 にあ るのだqL.iii:38-40).」 と言 うアン トニーが 自
　　

分に敗れたのであ る.

しか し我 々がここで注 目すべ き1ことは,ア ン トニーの死 が我 々の 目には

如 何 ように も映 り得 るが,彼 自身の言葉,彈

NotCaesar'svalorbatho'erthrownAntony,

But・Antony'shathtriumph'donitself .(席xv.14-15)

か ら もうかがわれ るよ うに,彼 自身 にとっては単 なる敗 北や逃避ではない

とい うことで ある.シ ェイクスピアの作品 を明確 なイデオロギーの発露 と

して捉 えることは,お よそ作品 の正 当な鑑賞 とは な り難い とい うこ とには

十 分注意 を払いなが ら,こ の作 品の中にあ る彼 の直観 的で暗示 的な 「死』

につい ての見解 をい ま少 し考えてお くこ とにす る.確 かにこの劇 の最後 に
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於けるアン トニーは武入としての資質を欠き,政 治家としての 手 腕 を捨

て,言 わばもう死 しか救いがないような状況に追いつめられている.彼 に

とっては世界とはエジプ トであ り,生 の意義とは交レオパ トラとの愛であ

った.シ ーザァに願い出た,あ の一見ささやかな望み一 全ての権利を放

棄 してクレオパ トラと一緒にひっそりと住むこと一 すらこの地上では拒

絶されたのだった.ア ン トニーはその輝やかしい武勇と権力から生ずる凡

ゆる栄光よりも,今 となってはひそやかな自分の世界を望んだのである.
ノ

この小 さな世界 は,し か しなが ら,「 愛」(非 常 に具体的で あ り,同 時

に無限 の広 が りを もつ)に より,彼 の支配 した地上の 「世界の三分の一』

をは るかに凌 ぎ,宇 宙 の広 大な規模 にまで発展 す るのであ る.最 後 に托 し

たこの願望が消 え去 った時,そ して クレオパ トラの死 の虚報 を受けたと き,

Unarm,Eros;thelongday'staskisdone,

Andwemustsleep,

Wheresoulsdocouchonflowers,we'llhandinhand

Andwithoursprightlyportmaketheghostsgaze,

(W.xiv.)

とい う言葉 を残 して,ク レオ卩パ トラと一緒 にな るために死 に赴 く の で あ

る.従 ってこの場 面に於け る死 は,先 に述べた理 由 と同時 に今述べ た理 由

か らも,悲 壮 感 を与え るとい うよ りも,む しろ地 上の姿 が天上 の姿へ と変

形 を遂げ る際の壮 麗 さを帯 びて 目前に展開 され るのであ る.

こ うして地 上の世界あ 第一人者 は若 い シーザ ァにな った.史 実 は ともか鹽

く,こ の劇 の関連 する世界 は再 び調和 を とりもどし,こ こに一つの世代交

番 が行 なわれたのであ る.シ ェ'イクスピアがこの劇 で示 すプ ロッ トの主題

が 「愛人達の没落 」であ るとすれば,プ ロッ トの外側 にあ る主題(そ れは

この劇中の人 物の科白を通 して我 々の心の中に造 られた残像 である)は,

プ ロ ッ トその ものの主題 が そのひ とこまを提示 す る世代交番一 調和 か ら

混乱 に至 り再び新 しい形 の調釉 をとりもどす際 のエネルギーの 代 謝 で あ
ゴ

り,青 春から成熟 そして老衰へ と至 り,次 の世代が同じ過程を繰 り返 しつ

つも前進するとい う弁証法的発展 と見ることが出来 よう.

(31
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さて一方 クレオパ トラの方であるが,既 に彼女が劇のプロットの中で果

す役割や性格に関 しては余 りにも多 くのことが言われているので,こ こに

何 らかの新 しい解釈を下 すことは不可能に近い.こ こでは劇の進展にとも

なって変化 してゆ く様子を簡単に概観 し,そ の後で彼女の,劇 の中での変

化 が,上 に記 した,プ ロットの外側にある主題とどのように呼応している

かを論 じることにする.
0

ク レオパ トラは劇中の数 々の人物に よって様 々な描 写を受けてい る.第

1幕1場 においての彼女は,愛 の対 話を アン トニーと繰 りひろげ る機智 に

.富 んだ女王であ り,ま た,シ ー ザァか らの使 者に会 うようにア ン トニーに

す すめ る自信 のあ る女であ る.と ころが同三場ではRマ へ行 く決 心を し

たア ソ トニーに対 して様 々な技巧 を用いて引 きとめ ようとしている.更 に

一変 して同五場では不在の アン トニーに幼稚 とも見え る感傷的 な愛の言葉

を くgか えす,単 純 な女 であ る.第 二幕 で彼女 がアン トニー とオクテヴ ィ

アの結婚 の報 せを聞いて衝撃 の余 り使者 にあびせ る悪 口は,も はや成熟 し

た女王 の ものではな く,た だ自分 の感情 を最 も愚 かな形で しか表わせ ない

女 の ものである。 そ して第三幕 で戦 の最 中で逃 げて,ア ン トニーの軍 を敗

戦 に陥 し入 れた責任 をアン トニーに衝 かれた ときには,彼 女は ただひたす

らに赦 しを乞 うのみで あ り,も はや これ までの機智や,技 巧は見 られず,

む しろ しお らしい涙で以 って アン トニーの心 をとらえてい る.更 に アン ト

ニーが,シ ーザ ァの使者 に クレオパ トラが手 に接吻す るのを許 してい るの

を見た ときに立腹 してその使 者を鞭打たせ るときには,彼 女はつい今 まで'

の そぶ りとは違 って,た だおろおろ として何等 なす ところ もない.ア ン ト

ニーの この残虐行為は第 二幕 三場 の クレオパ トラのそれを思 い出 さぜる.

この場 面の直後 での彼女は,ア ン トニーに対 して真情のあ る愛を吐露 して

い る.ア ン トニーの疑いの言葉に答えて,彼 女が,「 ああ,あ なた.も し

私 の心が冷たL'の な ら,天 がその冷たい心で雹 を作 って その源の心の 中で

毒 をふ くませて,最 初 のつぶ てが私の首 に落ち,・溶 けるの と共に私の命 も

とければいい……」 と言 うのを聞 くとき,彼 女 がこの よ うに,言 わば,成

長 して来 ているこ とと,ア ン トニみが反対 に沈 んで ゆ く姿 を認め ざるを得

ない.第 四幕で彼女 がアン トニ),Yi一自分の死 を虚報 させ たことが,こ の劇

の最終 の破局 を予告す るものであ る.し か し,こ この場 面は,単 に クレオ

パ トラが弄 した技巧(第 一幕 三場 でチ ャー ミア ンに語 ってい るような)と



7

は別 に:考える必要 がある.一 つ にはこの虚報 を伝 えるよ う指示 した際 に,

ク レオパ トラには技巧 など考 えて いる心の ゆ とりはなかった.た だアン ト

ニーの怒 りをま ぎらせ るのに精一杯 であ ったのだ.だ か らア ンthニ ーがそ

の知 らぜを ど う受け とるかを報告す るように と命 じていなが ら,当 然予想

され るアン トニーの 自殺の ことを考 えに入れていない.つ ま り効果を考慮

に入れ ていない訳で あるか ら,こ れ を彼女 のそれ までの技巧 とは異 ったも

のと見 るべ きであろう。 もう一つ付け加えるべき事は,こ の虚報が劇の手

法 として,こ こでは必然性 を もってい るとい うことであ る.何 故 な ら,こ

の報 らせが アン トニーの 自殺 を動機づ けるものであ り,そ してア ン トヂー

の死 が反射的 に クレオパ トラの死 を動機づ けるからであ る.こ の二入の一

方 が他方 の死以外 の動機で死ぬ ことがあれ ば,こ の劇の終局の色合い がず

い分薄 い もの となろ う.

ア ン トニーの死に接 してか らの クレオパ トラは 一

Mydesolationdoesbegintomake

Abetterlife(y,ii.1-2).

に よ って もうかがえる ようた,偉 大 な姿 として我 々の 目の前 に立りのであ

る.そ こには オクテヴ ィアを嫉妬 し,感 傷的 にア ン トニーを想 う,一 個 の

女 と しての姿 は もはやな く,自 らの置 かれた状況 をそのまま受 け入 れ,し

、かも,自 分の なすべ き事 を見失 な っていない,一 段 と高みに立つ,啄 厳 を

備 えた女王 として現われてい るので ある.第 五幕 二場で,彼 女は 自分の財

巻官 に侮辱 されて最後 の悪 口を浴 びせる.こ こで は亦一歩高み から降 りて

しま ったのであ る.だ がこれ も,何 度 か上下 に揺 れなが ら,俗 性 を脱却 し

てゆ くプロセスでの小 さな汚点であ るに止 ま る.何 故 な ら,彼 女は シーザ

ァ達 が去 って,.侍 女達 だけ にな ると

Givememyrobe,putonmycrown;Ihave

Immortallongingsinme:nownomore

ThejuiceofEgypt'sgrape_shallmoistthislip

(y,ii,282-84)

とい う美 しい辞世の言葉 を残 して従 容 として死に赴 き1遂 に高 みに昇 りつ

くか らであ る.

そ の瞬間 に彼女の美は永遠化 され る.万 人が持つ,人 間の美 しさの永 遠

性 への願 いをナ イルの毒蛇 に よって果 し得 て,彫 像 の如 く横 たわ る クレオ
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パ トラを前に した とき,こ れを単に女の最後 の虚栄心 の結果 だと見 ること

は出来 まい.こ の姿 は桎梏 か ら脱 し,不 滅 の生命 を得 るために,自 らの体

内で分解 し,『 火 と空気」 にな って行 った 一 人 の 自然の子が,sensitive
い 　

か らrationalへ,更 にangelicへ と昇 って行 く瞬 間の強 いエ ネルギー

の輝 きなのであ る.

この よ うに見て くると,こ の劇 が,シ ェ イクスピアに よって少 し前 に書

かれた,『 オセロ」,「 マ クベ ス」,「 リヤ王」 とはまた異 った印象 を劇

が終 った瞬間に与 えるこ とに気付 く.そ れ は,「 アン トニー とクレオパ ト 、

ラ』 では,他 め悲劇 が我 々に与 える 「浄化」 を,劇 中の人物が体験 してい

るとい うことに起因す る.従 って我 々の受け る感動は 「浄化」 その もので

はな くて,そ れがな され るプRセ スを見 るこ とか ら来 る,よ り静 かな もの

であ る.レ

さて以上のことから一つの見解へ と移 りたい.こ の劇のプロットの主題

が 「愛人達の没落」であ り,そ の中でアン トニーとクレオパ トラが死んで

ゆ く訳であるが,そ のプロットの外側に,共 和制によって象徴される 『人

間世界の秩序」の崩壊 と世代交番をもっそいることは述べた.そ してクレ

オパ トラそのものが,劇 中で,丁 度水が熱ぜられて湯になり,更 に熱せら

れて水蒸気 という最初の水とは異質のものになるように,成 長し(何 度 も

逆戻 りしながらも),変 質 し,入 間を脱脚 して中 く.こ のことから,こ の

劇は自然界の秩序 とその崩壊及び新生を象徴的に提示 し,更 に劇中人物た

るクレオパ トラが,プ ロットの中でアン トニーとの関係に於て劇を動かす

と同時に,そ のプnッ トの外側にある上記の主題を象徴 していると言 うこ

とが出来るであろう.
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